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日本社会関連会計学会 2026 年度東・西合同部会プログラム 

2026 年６月 27 日（土） 

日本大学商学部 2 号館 2 階 

ごあいさつ 

平素より本学会の活動に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび、2026 年度日本社会関連会計学会「東・西合同部会」を、2026 年 6 月 27 日（土）に

日本大学商学部において開催する運びとなりました。 

本合同部会では、自由論題報告として 8名（共同報告を含む）の会員による研究報告を予定し

ております。社会関連会計をめぐる多様な研究成果が共有され、活発な議論と交流の場となるこ

とを期待しております。また、当日は理事会も開催予定となっております。 

近年、社会・環境・ガバナンスを含む持続可能性への関心が一層高まる中で、社会関連会計研

究の果たす役割はますます重要になっております。本合同部会が、会員相互の研究交流を深め、

新たな知見と研究ネットワークを築く機会となれば幸いです。 

ご多忙の折とは存じますが、多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

                           日本社会関連会計学会 

                          2026 年度 東・西合同部会 実行委員会 

 

６/27（土） 10：00～ 受付 2 号館 2階 講堂前 

10:30～12:00 理事会 （2 号館 3階 2302 教室） 

13:00～13:05 会長挨拶  

13:05～13:10 主催校挨拶 

13:10～17:55 自由論題報告（2 号館 2階 講堂） 

 

第１報告～第 2報告 司会： 黒木 淳 氏（神戸大学）         

13：10～13：40 第 1報告 岩崎 僚 氏（横浜市立大学大学院・博士後期課程）          

「日本の医療福祉組織における多角的経営の実態と課題」 

13：45～14：15 第 2報告 村井秀樹 氏（日本大学） 

       「ーーュララーコノミーーにおける炭素価値の測定―付加価値計算の拡張可能性―」 

第３報告～第 4報告 司会： 冨増和彦 氏（愛知大学） 

14：20～14：50 第３報告 蒙 雪超 氏（創価大学） 

  「炭炭素経営におけるMFCAの役割に関する一考察―中国電力業への適用可能性を中心として―」 

14：55～15：25 第 4報告 東健太郎 氏（立命館大学） 

「複数経路アプローチによる企業行動分析―正統性の視点からみた企業の被災地支援への応用－」 

 

休憩 15:25～15:40  
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第５報告～第 6報告 司会：平岡秀福 氏（創価大学） 

15:40～16：10 第 5 報告 千賀喜史 氏（甲南女子大学） 

 「ESG 活動のフィードバックの特性に関する一考察〜意味づけと管理プロセスとの関係〜」 

16：15～16：45 第６報告 柏原岳人 氏（柏原総合環境会計事務所） 

「会計専門家が理解すべきインターナルカーボンプライシング（内部炭素価格）の触媒 

としての役割」 

第７報告～第８報告 司会：東健太郎 氏（立命館大学） 

16：50～17：20 第７報告 谷光 透 氏，柴山麻祐子 氏，竹原一希 氏（川崎医療福祉大学） 

    「大学教員によるアクションリーーチ －模擬店経験から導く探究学習の要件－」 

17：25～17：55 第８報告 黒木 淳 氏（神戸大学）,尻無濱芳崇 氏（神奈川大学） 

「地方公共団体の説明責任に対する住民の理解度と受容：リアルフィールドの質問紙実験 

アプローチ」 

 

17：55～18:00  閉会挨拶 

18：10～19:30  懇親会（2号館 1 階 学生食堂アゼリア） 

 

大会参加費・懇親会費と参加申し込み 

大会参加費   2,000 円  

懇親会費    3,000 円 

（学生参加費無料、懇親会 1,000 円） 

大会，懇親会への参加申し込みは，６月 19 日（金）までに，下記のフォームからお願いいたし

ます。なお，当日はネームホルダーにご自身で名刺を入れていただきます。 

https://forms.gle/zWHLHDvUy9dymLPP9 

大会参加費・懇親会費は，当日受付でお支払い下さい。 

会場までのアクセス： 

 

☆問い合わせ先  

〒157-8570 東京都世田谷区砧５－２－１ 日本大学商学部  村井 秀樹 

      メールアドレス：murai.hideki@nihon-u.ac.jp  

https://forms.gle/zWHLHDvUy9dymLPP9

